
「はつらつ広場」に来てみませんか？

このページに関する問合せは

E-Mail  info@harima-wel.or.jp

播磨町社会福祉協議会
TEL.079-435-1712

困りごと相談

福祉相談

認知症家族の会認知症家族の会

心配ごと相談

8月の開設日

秘密厳守
●日時　毎週火曜日　13時～16時
●場所　福祉しあわせセンター

●日時　8月3日（木）  10時～12時
　　　　※8月19日（土）はお休み
　　　　　します。
●場所　播磨町福祉会館

●日時　8月2日・16日（水）
　　　　13時30分～16時
●場所　福祉しあわせセンター　
民生委員・児童委員が
　　　　　ご相談をお受けします。

秘密厳守
●日時　8月10日・24日（木）
　　　　13時～15時
●場所　福祉しあわせセンター　
播磨町人権擁護委員が
　　　　　ご相談をお受けします。

知的障害者（児）相談
●日時　第２火曜日
　　　　13時～14時30分
●場所　石ヶ池パークセンター

●日時　平成29年8月1日(火)
　　　　13時30分～15時30分
高齢者や障害者の方のお金や財産
の管理（成年後見制度）について
の相談もお受けします
◎法律相談をご希望の方は、事前
に心配ごと相談をお受けください｡

●日時　8月19日（土）
　　　　13時30分～15時30分
●場所　福祉しあわせセンター
●内容　懇談会

１．対象者：おおむね65歳以上の方
　　　　　（要支援の認定を受けている方もご参加いただけます）
２．開催日と会場：

３．時　間：9：30～11：30
４．参加費：1回　100円
５．内　容：血圧チェック、体操の時間、みんなでわいわいレクリエーション、
　　　　　　口腔ケアや運動指導　など

この「はつらつ広場」は、スタッフやボランティアと参加者の皆さんでつくる介護予防と仲間
づくりの場です。いつまでも、ハツラツとした生活が送れるようにあなたも参加しませんか。 
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敬老月間に際し、喜寿を祝い、播磨町社会福祉協議会の事業として写真撮影を行い、
記念として贈呈させて頂きます。

＜問合せ先＞　播磨町社会福祉協議会
TEL.079－435－1712　FAX.079－436－5610

＜問合せ先＞　播磨町社会福祉協議会
TEL.079－435－1712　FAX.079－436－5610

喜寿お祝い写真　撮影希望者 募集喜寿お祝い写真　撮影希望者 募集

【対象者】播磨町在住の昭和15年1月1日から12月31日までにお生まれになられた方
【日時と撮影場所】9月7日（木）福祉会館
　　　　　　　　　9月13日（水）野添コミセン　両日とも9時30分～11時

郵便番号・住所・氏名・生年月日・電話番号・希望場所をご記入の上、
9月4日（月）までにお申し込み下さい。

お申し込みは
ハガキ又は
ファックスで!! 

お申し込みは
ハガキ又は
ファックスで!! 

申込先　〒675-0147　播磨町南大中1丁目8-41
　　　　播磨町社会福祉協議会　宛　　FAX.079－436－5610

《問合せ先》　播磨町社会福祉協議会　　☎079－435－1712

※祝日の場合は、お休みとなります。

※送迎はありませんので、各自でお近くの会場へお越し下さい。

月曜日

福祉会館

火曜日

南部コミセン

水曜日

西部コミセン

木曜日

野添コミセン

金曜日

東部コミセン

※特に、水曜日の西部コミセンは、まだまだ空きが
　ありますので、ぜひお近くの方はご参加ください。

法律相談

播　磨　町　社　協　だ　よ　り

優・愛　　友愛　　You and I　　優Eye　　優・愛　　友愛　　You and I　　優Eye　　優・愛　　友愛　　You and I　　優Eye　　優・愛

播磨町ボランティアセンター・播磨町善意銀行
発行所：社会福祉法人　播磨町社会福祉協議会　TEL079（435）1712

8 月　号
平 成 2 9 年
７月24日発行

社協だよりは共同募金を活用して発行しています。社協だよりは共同募金を活用して発行しています。社協だよりは共同募金を活用して発行しています。（１） （４）



大 中 東
宮 西
古 田 東
南 大 中

匿 名
匿 名
匿 名
匿 名

寄付者ご芳名
あたたかい善意をありがとうございました。
（平成29年6月5日～平成29年7月4日）

（所得税法第78条第２項第３号該当
　　法人税法第３７条第２項及び第３項第３号該当）

●福祉のために

●福祉のために
（敬称略）（個人の部）

地区名 氏　名 金　額
5,000円
4,000円
1,000円
30,000円

立 正 佼 成 会
木 曜 会
ゆうあい園へ　映画会バザー収益金
播磨町民生委員児童委員協議会
ゆうあい園へ　映画会チャリティ

（団体の部）
団　体　名 金　額

1,000円

23,000円

58,232円

●今月の払出状況
12,000円
500円

子どものいない老人誕生日祝
旅 人 へ

決算書の見方決算書の見方決算書の見方決算書の見方

4,764,000
734,862

24,674,859
93,971,972
267,000
2,339,200

126,175,183
1,776,345
34,192,170

86,288
876,017

289,857,896
196,724,165
28,593,125
47,001,468
1,776,345
482,000
4,633,900
2,875,110
136,000

0
0

282,222,113
7,635,783

1.6%
0.3%
8.5%
32.4%
0.1%
0.8%
43.5%
0.6%
11.8%
0.1%
0.3%
100%
69.7%
10.1%
16.7%
0.6%
0.2%
1.6%
1.0%
0.1%
0.0%
0.0%
100%

4,764,000
680,862

24,674,859
42,468,518
267,000
1,737,500
86,912,259
1,776,345
34,192,170

86,288
811,379

198,371,180
136,796,816
19,955,224
27,126,196
1,776,345
482,000
4,633,900
2,875,110
136,000

0
0

193,781,591
4,589,589

0
54,000

0
51,503,454

0
601,700

39,262,924
0
0
0

64,638
91,486,716
59,927,349
8,637,901
19,875,272

0
0
0
0
0
0
0

88,440,522
3,046,194

会 費 収 入
寄 附 金 収 入
経常経費補助金収入
受 託 金 収 入
貸 付 事 業 収 入
事 業 収 入
介 護 保 険 事 業 収 入
就 労 支 援 事 業 収 入
障害福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
そ の 他 の 収 入
事 業 活 動 収 入 計①
人 件 費 支 出
事 業 費 支 出
事 務 費 支 出
就 労 支 援 事 業 支 出
貸 付 事 業 支 出
共同募金配分金事業費
助 成 金 支 出
負 担 金 支 出
そ の 他 の 支 出
流動資産評価損等による資金減少額
事 業 活 動 支 出 計②

事業活動資金収支差額③＝①－②

☆社協の会計は、法人運営
本部・共同募金配分金・
ホームヘルパーステーシ
ョン・デイサービスセン
ター・ゆうあい園・善意
銀行の６つの拠点区分か
らなる社会福祉事業区分
と、地域包括支援セン
ター・居宅介護支援事業
所・福祉会館・福祉しあ
わせセンター・の4つの
拠点区分からなる公益事
業区分があります。法人
総合とはこの２つをあわ
せたもので、法人全体の
会計状況を表すものです。

☆当期末資金収支差額合計
⑪とは、平成28年度１
年間だけの収入から支出
を引いたものです。

☆前期末資金残高⑫とは、
平成27年度からの繰越
金です。

☆当期末資金残高⑬とは、
平成28年度に残ったお
金で、平成29年度への
繰越金です。

平成28年度

事業報告
平成28年度

決算報告
収入

支出

0
2,695,889

△ 2,695,889

827,000
1,722,320
△ 895,320

0

4,044,574

90,003,758
94,048,332

0
2,524,385

△ 2,524,385

827,000
895,320
△ 68,320

0

1,996,884

70,286,949
72,283,833

0
171,504

△ 171,504

0
827,000

△ 827,000

0

2,047,690

19,716,809
21,764,499

施 設 整 備等収 入計④
施 設 整 備 等 支 出⑤

施設整備等資金収支差額⑥＝④－⑤

〔施設整備等による収支〕
収入
支出

その他の活動収入計⑦
その他の活動支出計⑧

その他の活動資金収支差額⑨＝⑦－⑧ 

予 備 費 支 出 ⑩

当期資金収支差額合計⑪＝③＋⑥＋⑨－⑩

前 期 末 支 払 資 金 残 高⑫
当期末支払資金残高⑬＝⑪＋⑫

〈その他の活動による収支〉
収入
支出

平成２８年度は、１．住民が主体となって取り組む地域づくりの推進・支援
２．地域で安心して暮らすことを支援する組織としての資質の向上　を事業
方針として、以下の４つの重点目標に基づき、諸事業に取り組んだ。

重点目標１．第４次地域福祉推進計画に基づき
　①「支えあいマップづくり」や「助けられ上手講座」を通して、住民の皆さ
んが地域の福祉課題に気づき、課題解決のために取り組む仕組みづくり

　②住民の皆さんとともに地域での見守り・支えあい活動を支援できる社会福祉協議会の組織づくりおよび
コミュニティワーカーの育成

継続して働きかけを行ってきたこと、新たな取り組みとして、４つのコミセンを会場に「支えあいマップづ
くり」や「助けられ上手講座」を内容とする２回講座を実施してきたことにより、講座そのものへの関心を
持ってもらえるようになった。また、支えあいマップづくりを継続的に実施していただける自治会も出てきた。
ただ、目標である地域の福祉課題に気づき、解決のため住民の皆さんが自ら行動する仕組みづくりまでには
いたっておらず、新たな働きかけも必要と思われる。

重点目標２．ボランティアセンターにおいては、ボランティア活動および福祉教育を推進するとともに、災害
時のボランティア活動についての取り組み

今年度も、ボランティアグループと共に養成講座の開催や学校での福祉体験学習等に取り組んだ。新たに、
「高齢になっても住み慣れた地域で自分らしく暮らしたい」そんな思いを支えあう生活支援サポーター養成研
修を開催したが、社会貢献をしたいという60歳以上の受講者が大半であった。社会環境の変化もあり、こ
れまでの主流であった40 ～ 50歳代のボランティア活動へ参加が少なくなっており、幅広い年齢層の方々に
ボランティア活動に参加してもらうための取り組みが必要である。災害時に関することについては、社協とし
て災害ボランティアセンター運営マニュアル（案）を作成し、町に提案を行った。

重点目標３．介護保険法・障害者総合支援法等の事業者として、利用者のニーズを的確に把握し、各職員が
専門性を発揮し、利用者本位で地域に密着したサービスの展開

すべての常勤職が第４次地域福祉推進計画に関わり、推進する体制としたことから、地域福祉担当職員だ
けでなく、多くの職員が地域に出て行くことが多くなった。このことにより、様々な住民の方と接し話す機会
が増え、少しずつではあるが、「住み慣れた地域で生活を続けることを支援する」ことを意識したサービス提
供につながりつつある。

重点目標４．福祉会館・福祉しあわせセンター・デイサービスセンターの指定管理者として、効果的、効率
的な運営を図ると共に利用者ニーズを的確に把握し、多くの方に利用いただける施設を目指す。

効果的、効率的な運営を図るために、例えば、電力会社の見直しによる費用削減などに努めた。福祉しあ
わせセンターにおいて、習いごと教室等、小学生を対象とした部屋利用が増えたことにより、これまで当会
がかかわることが少なかった若い世代の保護者の来所が増えている。この機会を捉え、社会福祉協議会のこ
とを知ってもらえるよう努めたい。

勘定科目 法人総合 社会福祉事業区分 公益事業区分
［事業活動による収支］ （単位：円）
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ら
れ
る
よ
う
に

な
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

少
し
長
っ
た
ら
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
が

一
番
の
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
す
。

総
合
事
業
は
、
要
支
援
１
・
２
、
事
業
対
象
者
、
一
般
介

護
予
防
と
い
う
元
気
な
高
齢
者
の
層
を
対
象
と
し
た
事
業
の

枠
組
み
で
す
。
日
常
生
活
は
お
お
む
ね
自
立
し
て
い
る
け
れ

ど
、
重
い
物
を
買
い
に
行
っ
た
り
、
掃
除
機
を
か
け
た
り
が

大
変
と
い
う
方
や
、
最
近
足
が
お
ぼ
つ
か
な
く
な
っ
て
き
た

の
で
こ
れ
以
上
進
ま
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
方
な
ど
で
す
。

播
磨
町
で
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
た
生

活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
買
い
物
、
掃
除
等
の
支
援
や
、

い
き
い
き
100
歳
体
操
を
中
心
と
し
た
効
果
的
な
機
能
訓
練
を

自
治
会
単
位
で
実
施
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
が
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
書
く
と
「
そ
れ
は
知
っ
て
る
け
ど
さ…

」
と
い

う
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
先
５
年
、
10
年
に
向
け
て
必
要
な
こ
と
は
、
ま

ず
町
の
現
状
や
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
介
護
が
必
要
と

な
る
以
前
か
ら
情
報
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
そ
し
て
一
歩

ず
つ
仕
組
み
づ
く
り
を
続
け
て
い
く
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
も
専
門
性
の
高
い
お
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
日
々

研
鑽
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
会
合
等
で
制
度
の
講
話
を
ご
希
望
の
場
合
は
お
気

軽
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

☎
0
7
9
―
4
3
5
―
1
8
4
1
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー   

（
三
）

（３） （２）


